
16 水稲品種「とちぎの星」における少肥栽培の影響

水稲品種「とちぎの星」は、施肥窒素を効率的に利用することで「あさひの夢」より
も減肥による減収程度が小さく、肥料高騰時における経営への影響を緩和することがで
きる品種です。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 水稲研究室・028-665-7076

・農業資材の価格高騰は、経営を圧迫
しています。

・肥料の利用効率が高い品種があれば、
施肥設計の見直しが可能となり、経
営に大きなメリットがあります。

・そこで「とちぎの星」と「あさひの
夢」の減肥栽培への適応性を検討し
ました。

・肥料価格が高騰した際には、減肥す
ることで経営への影響を緩和するこ
とができます。

・化学肥料を減らすことで環境への負
荷軽減が可能です。

研究課題名：とちぎの星における少肥栽培への適応性の検討

・「とちぎの星」は「あさひの夢」よりも施肥窒素
を効率的に利用できる品種であることが分かりま
した。
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図 施肥区における窒素利用効率※
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・４割減肥すると、「とちぎの星」は、「あさひの
夢」より減収程度が小さく、玄米品質は１等と優
れていました。
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